
7．加茂地域の農業と鴨神社
上加茂は台地に有りますが、下加茂には猪名川、最明寺川が流れ、

肥
ひ

沃
よく

な三角地帯となっています。四季折々、天候や自然現象の影響

を受けつつも、弥生時代から、営々と農業が営われてきました。近

年、下加茂地域は水が必要な田・イチジク等を作り、上加茂の畑で

は野菜や果物を作っています。農産物は、大阪・尼崎・神戸等近郊

農業地域として出荷し、農家経済を支えてきました。加茂地域は大

規模消費地に近い利点を活かし輸送が困難な生産物を生産してきた

歴史があります。特に加茂の桃は昔から有

名です。品種は早
わ

生
せ

桃
もも

を中心に生産してお

り、岡山や和歌山等から出荷される前には

既に加茂の桃は出荷を終えています。阪急

バス伊丹線が「桃源台線」と言われるのは

その為です。昭和 40 年代頃は道路

の左右が桃畑で覆われていました。

周辺開発の影響で平成に入り減少

傾向に有りますが、毎年アステホー

ルで開催される桃の即売会では、直

ぐに完売になります。

8．鴨神社四季のお祭り
鴨神社の現本殿位置が弥生時代からの中心にあるとすれば、鴨神社

の創始は弥生時代から地域集落の住民の安全や稲作の豊穣を願う祈

りの場であったように思われます。

鴨神社では毎年、地域の安全・五穀豊穣を祈念し、「四季の祭典」を

執り行っています。

「春まつり」祈年祭は春の万物の生育する時期、苗や種薪など田の仕

事を開始する時期になります。祈年祭は 2 月 22 日に行います。

「夏まつり」豊作を妨げる害虫や台風等や疫
えき

病
びょう

退散を願う式典です。

7 月 31 日には茅
ち

の輪
わ

を設け、「湯たて神
か ぐ ら

楽」が行われます。昼過ぎ

から地域団体にて「夜店」が出店され境内は地域の子ども達で大変

にぎわいます。

「秋まつり」は収穫に感謝する祭りです。10 月の第 2 日曜日は例大

祭で 3 年に 1 度　「渡
おわたり

御」を行います。鴨神社のご神体を村の南側

にある「御
お

旅
たび

所
しょ

」まで村中をご移動し、そこで神事が行われます。

上加茂太鼓・下加茂太鼓、神輿　金餅持ち・

お稚児行列・「浦安の舞」を踊る舞姫や猿

田彦の巡行等、総勢 300 名近くが参加す

る加茂地域で古くからの行われています伝統

の行事です。

「冬まつり」は 11 月 26 日に行います。

秋の収穫を終え、始まりの春に備える式典

です。この時期はこの 1 年に感謝し新穀

をお供えし感謝する新
にい

嘗
なめ

祭
さい

は全国で行われ

ています。日本では 1 年を周期ととる考

え方が多く年末、大晦日には 1 年間の御

礼を込めた「お祓
はら

い式」が催行され、新年

が始まると元旦祭を執り行い 1 年がスター

トします。

因みに鴨神社で使用される「しめ縄・門松

等」は毎年、宮総代（地域で選ばれた 10 人）

が手作りで作る伝統を継承しています。
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6．加茂の一農家　川西市史より
加茂の一農家の農事記録昭和 9 年から 40 年に及ぶ農家日記を紹介

します。家族 6 人で水稲・野菜・桃・ぶどう・イチジク等を作り、日々

の状況を克明に綴っています。「昭和 9 年 6 月 6 日、田を耕しその

後自転車を 40 円で買い、西宮まで試乗、明日は神戸行きの予定と

のこと」感心します。自転車を桃の出荷用として購入したようです。

田耕は牛を利用し、肥料は、人糞を貰っている様子や、川西 柳
やなぎ

谷
だに

ま

で薪の収集に行っている当時の様子が記載されています。

現在と違い交通や運搬が不自由な中、日々、人力と知恵で働いてお

られる姿には感動します。

日
にっ

華
か

事
じ

変
へん

から、第 2 次世界大戦後の統制社会、食糧難、終戦後の農

地改革や民主化、自由経済、機械化の流れが克明に記入されています。

興味のある方は、拝読下さい。

市民環境部生涯学習課 協力

川西市文化財資料館 資料提供
〒666-0026
兵庫県川西市
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兵庫県川西市加茂2丁目10番24号
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加茂小コミュニティ協議会 加茂遺跡クラブ
〒666-0025 川西市加茂3丁目13番23号 TEL 072-757-0210

加茂遺跡の出土品については
「宮川石器館」に多数展示され
ています。来館希望の方は事
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周辺地域の発展
加茂遺跡は、稲作農耕文化の発展により大規模集落は縮小したもの

の、縮小した東部居住区が残ります。加茂遺跡の優位性は失われま

すが、栄根・小戸等　近隣集落が充実するとともに、その後の歴史

にて古墳（勝
しょうふくじ

福寺古墳）や古代寺院（栄根寺廃寺）が築かれるなど

加茂大規模集落を形成したと思われる地域社会は着実に継続発展し

ていきます。

各時期の古墳や古代寺院の分布する地域は加茂遺跡を原点とする、

小地域社会を形成する集落遺構群としてとらえる事もできます。川

西南部地域は、古代律令国家が成立する奈良時代（８世紀）になると、

地方支配・行政制度が整備され川西を含む猪名川右岸の一帯は「摂

津国川
かわ

辺
べ

郡
ぐん

」となります。さらにその下部組織として、「雄
お

家
べ

郷
ごう

」と

して栄えます。さほどの広さはないですが、完結した一つの古代に

おける基礎的な小地域として考えられます。

4．二つの銅鐸
明治 44 年に発見された栄根銅

どう

鐸
たく

は高さ 114 センチ、鴨神社東側斜

面より発見されました。加茂遺跡の弥生後期のものです。加茂遺跡

の後期集落に直接関係するものと見られると思います。近くの銅鐸

としては、もう一つ北方丘陵から高さ６３センチの満願寺銅鐸が出

土しています。加茂遺跡から２キロに過ぎないことや、台地裾
すそ

を流

れる最
さいみょうじ

明寺川の源流であることを考慮すると加茂遺跡に関係する銅

鐸とみて間違いがないと思われています。治安の安定化にともない

信仰面で必要であった、銅鐸文化からの脱却を意味し、いずれも居

住地山裾に埋めたものと推察され

ます。現在、栄根銅鐸は東京国立

博物館に満願寺銅鐸は大阪城天守閣

に所蔵されています。

１．加茂歴史散策 第 2 巻
「加茂歴史散策」第 1 巻では、加茂の台地が形成された経過、生み

出された自然の営みとその結果もたらされた、台地の恵み、弥生文

化についてふれました。

令和５年４月関西大学博物館で摂
せ っ つ

津加茂遺跡発掘 70 年展が開催さ

れており、加茂遺跡クラブの

メンバーで見学に行きました。

関西大学末永教授を中心とし

て、昭和 27 年から昭和 33 年

まで 15 回にわたる体系的調査

が行われ鴨神社周辺地を発掘し

て遺
い

物
ぶつ

、遺
い

構
こう

を明らかにしました。遺物の種類は、石
せっ

器
き

・弥
や

生
よい

土
ど

器
き

　

須
す え き

恵器・玉
ぎょく

などがあり、出土量は弥生時代中期のものが最大ですが、

石器等の分析から、太平洋側、日本海側からの石器もあり当時から

何らかの交流があったと思われます。また集落内の居住地は遺跡東

部を中心としつつも、西側にも広く延び、西部には方
ほうけいしゅうこうぼ

形周溝墓や

木
も っ か ん ぼ

棺墓などからなる墓地が広がる集落構造で、居住集落と墓を分離

させた文明的集落機能を確立していたことが分かってきました。

共同発掘調査の成果は昭和 43 年に「摂津加茂」としてまとめられ

ています。

遺跡の存続時期は縄文時代後期・晩期・弥生時代・

古墳・奈良・平安時代などの各時代の遺構・遺物

が次々に検出される中で弥生時代中期が最盛期で

あることが分かっていますが、その後も近畿地方

の中心に長期間に及ぶ集落地であることもわかっ

てきました。

2．弥生時代中期、加茂遺跡大集落化
弥生時代中期に加茂に居住した人々は、台地である特徴を活かし斜

面環
かん

濠
ごう

等で村を防御しながら、近
きん

隣
りん

との争いや緊張関係の中で大規

模集落として防御機能をいかした、重層性を持つ集落構造を生み出

していったと思われます。

弥生時代の始まりは、歴史書では紀元前５～４世紀大陸から鉄器が

日本に伝わった頃からスタートし２世紀後半、崇
す

神
じん

天皇による大
や ま と

和

の統一をもって終わりとされています。

その後、古墳時代に繋
つな

がるとされています。「弥生時代中期」はまさ

しく小国同士の争い（倭
わ

国
こく

内乱）の時代だと思われます。後漢書で

は、西暦 239 年、卑
ひ

弥
み

呼
こ

が邪
や ま たい こく

馬台国の女王になったとされ『魏志』

倭人伝では、魏の明
めい

帝
てい

が卑弥呼を「親
しん

魏
ぎ

倭
わ

王
おう

」とし金印紫
し

綬
じゅ

を授与

して銅鏡 100 枚を下
か

賜
し

したと書かれています。この銅鏡は、従属し

忠誠を誓った地域の豪族や首長に配布されたと言われています。加

茂遺跡の東側斜面より、当時神々へ信仰の象徴である銅鐸が出てき

ており、神事が行われていたことがわかります。２世紀後半には大

和 朝
ちょう

廷
てい

の統一により、倭国（日本）は平和で安定した時代を迎える

ことになります。その為、弥生時代後期には、加茂の大規模集落は

縮小し居住区は近
きん

隣
りん

地域に拡散していきます。それは何より朝廷の

治世と稲作農耕技術の進歩にともな

う食料生産の増大や畿内の弥生社会

の統合や安定化がもたらしたもので

あると思われます。倭国内乱と言わ

れた弥生時代の中頃までの稲作農耕

社会は、加茂遺跡のような防御機能

を持った大規模集落が必要であった

と思われます。

周辺の遺跡
弥生時代中期、加茂遺跡に近接し、栄根・小戸・下加茂遺跡等も発

見されていますが、共存していたと考えられています。近接地域とも、

墓跡のみの検出しかなく弥生中期の住居跡は発見されていない事か

ら自然環境や防御の面から考えると加茂台地の遺跡内で居住し集落

を形成していたものと思われています。大型建物

には地域の首長が住んでいたのか、信仰の中心が

あったのかは定かではありませんが、一つの集落

を形成していたのは間違いがありませんし、大き

な集落として生きていける米を中心とした食料も

備蓄していたと思われます

国の史跡指定の背景
平成 12 年に加茂遺跡が国の史跡に指定された要因は環濠の検出、

大型建物と方形区画の発見が大きいと思います。大型建物は現在の

鴨神社、本
ほん

殿
でん

の裏に位置し、環濠に囲まれた遺跡東部の集落中心域

の中央部にあります。さらに西部の南北二つの環濠外居住区、その

西側に広がる墓地等、20 ヘクタールを超える近畿地方を代表する弥

生中期大規模集落であり近畿文化圏の一翼として、国づくりの歩み

の中で重要な位置をしめていたと思われるからです。

3．加茂遺跡の弥生時代後期
加茂遺跡は弥生時代後期になると集落が縮小し、遺構・遺物量が急

に減少します。この時期より周辺の集落群で大きな変化が見られ栄

根遺跡・小戸遺跡・下加茂遺跡・寺畑遺跡・久代遺跡等でも竪穴住

居が検出されるようになります。これら

の集落は元々加茂遺跡の縮小化と表裏一

体のものであると考えられ、加茂遺跡は

弥生集落を形成していた母体と併存して

いたものと思われます。

5．「からむし」の繊維
弥生時代，加茂の人たちはどのような服を身に着けていたのでしょ

うか。輪
りん

状
じょう

式
しき

の弥生機で織れる布の大きさは、織る人の腰
こし

の幅
はば

と足

の長さに合わせたものです。

「魏志倭人伝」に見える貫
かん

頭
とう

衣
い

は２枚の布を並べて縫い合わせ、折り

返してできます。丈
たけ

はちょうど膝
ひざ

がでるくらいだったのでしょう。

「からむし」は一般的には聞きなれない植物ですが麻の一種で、夏場

に刈
か

り取ってその皮から繊維を取り出します。「イラクサ科」の多年

草で成長すると 150 センチ程になります。

広く分布していますから、現在でも加茂地域の近所の堤防等いたる

所に沢山生えています。

16 世紀以降国内で木
も

綿
めん

栽培が盛んになり、広く木綿が着られるよう

になる以前は、「布」といえば「麻」（大麻・からむしなどをはじめ

とする麻の仲間の総称）のことを指し庶
しょ

民
みん

には一般的な衣服の材料

でした。

加茂遺跡クラブでは、クラブ行事として貫頭衣の作成にチャレンジ

していますが、大変手間の係る作業です。一口に「からむしの繊維

をとる」と言っても大変で、炎天下で刈り取り、表皮をはぎ、甘皮

をそぐ作業、乾燥させ、その繊維を手で繋ぎ合わせ、糸車で撚
ひね

りを

かけて糸をつむぐ作業になり、それを織ることで貫頭衣に仕上げま

す。指先は荒れますし、面倒な作業が続きます。加茂コミュニティ

の「加茂まつり」や川西市の「加茂遺跡」スタンプラリー等でも展

示しています。

加茂歴史散策

からむしで織った布
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羹竺｛尉う：
加茂遺跡は弥生時代中期が最盛期
れます。大きさは東西800m、南j
居住区、産地に分かれており｀中

銅鐸（裔さ114cm)
ごの銅鐸は9月神社東側
斜面下部で1911年に発
見され「栄根銅鐸」と言
われています。現物は束
京国立博物館で所蔵さ
れ同じ大きさのレプリ
力がIll西市文化財資料
誼に展示されています。
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